
 
 ＲＩ会長     ステファニーＡ．アーチック 

          ＲＩテーマ  『ロータリーのマジック』 

 地区ガバナー  五十幡和彦 

        地区スローガン『入って良かったロータリー』 
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入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢(火)、

所沢西(火)、所沢東(木)、所沢中央(月) 

 

 

 

          

 

第 1377 回 ( 8 月 23 日) 例会の記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガバナー懇談会  新狭山RC）   新井敏夫会長 西澤長次幹事 脇 博喜会員 

         狭山中央RC） 寳積英彦会長 柴田 譲幹事 大野裕一会員 

例会進行役：狭山中央RC 渡邉髙治 

開 会 点 鐘   新狭山RC会長 新井敏夫 

斉 唱    国歌「君が代」 ロータリーソング「我らの生業」 

お 客 様 紹 介   新狭山RC副会長 石川幸男 

          国際ロータリー第2570地区ガバナー 五十幡和彦様 

               国際ロータリー第2570地区第3グループガバナー補佐 倉片順司様 

               国際ロータリー第2570地区地区副幹事 大谷文孝様 

             行田さくらロータリークラブ 丸山孝明様 大滝龍一様 

             所沢ロータリークラブ 木村良孝様 木村亜矢様 

出 席 報 告   新狭山RCSAA 脇博喜          会員数14名 出席者数8名 （欠席者数6名） 

          狭山中央RC出席向上委員長 清水武信   会員数20名 出席者数15名（欠席者数5名） 

閉 会 点 鐘  狭山中央RC会長 寳積英彦 

新狭山ＲＣ・狭山中央ＲＣ合同    於レストランニックス 

 

[第 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ例会日: 入間○木 所沢○火 飯能○水 新所沢○火 日高○火 所沢西○火 新狭山○月 所沢東○木 入間南○火 所沢中央○月 狭山中央○金］ 

 狭山中央○金  
 

 

事務所  〒350-1305 狭山市入間川１-24-48 

ＴＥＬ: 04-2952-2277  ＦＡＸ: 04-2952-2366 

Ｅ- m a i l: schuohrc@p1.s-cat.ne.jp ＨＰ: https://www.schuohrc.org 

例会場  ニックス 〒350-1305 狭山市入間川 4-25-3 TEL: 04-2954-9595 

2024-2025 

週 報 

国際ロータリー 

第２５７０地区 狭山中央ロータリークラブ
会長 寳積英彦 会長エレクト 江原伸夫 副会長 高田虎光 幹事 柴田譲 



 

 

新狭山 RC 

新井敏夫 会長 

本日は、狭山中央ロ

ータリークラブの皆様

と一緒にガバナー公

式訪問合同例会を開

催することができ、大

変有意義だと考えて

おります。感謝申し上

げます。そしてお忙しい中、五十幡和彦ガバナーをは

じめとするたくさんの役員の方々のご臨席を賜り、誠に

ありがとうございます。最後までよろしくお願い申し上げ

ます。 

私は本年、新狭山ロータリークラブ会長を仰せつかりま

した新井敏夫と申します。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

本年の活動方針の基本は、継続と変化のバランスをと

ること。このことを会員並びに最終意思決定である理事

会において理事全員で進めていきたいと考えておりま

す。本年会員数は14名スタートでありますが、先日の

例会では会員増強委員会の委員長原島生慈様をお

招きいたしまして、会員増強について卓話をいただき、

当クラブの現状とこの先のクラブについて考えた次第

であります。本年は特に継続的に会員増強を進めてま

いりたいと思っております。 

狭山市内にはこの2つのクラブがございます。これから

ますます合同での事業を進めていきたいと考えており、

本日はその最初ということで、有意義な時間にしたいと

思います。 

結びに、ご臨席の皆様、有意義な時間と他クラブのま

すますの発展をご祈願いたしまして、会長の時間とさ

せていただきます。本日はよろしくお願いいたします。 

 

狭山中央 RC 

寳積英彦 会長 

本日は公式訪問とい

うことで、五十幡ガバ

ナー、本日はどうもあ

りがとうございます。

先々週に引き続き、

倉片ガバナー補佐、

どうもありがとうござい

ます。国際ロータリー地区副幹事の大谷様、どうもあり

がとうございます。行田さくらロータリークラブより、丸山

様、大滝様、所沢ロータリークラブより木村様、木村良

孝様、どうもありがとうございます。 

ロータリークラブのコミットメント、大切にしなければいけ

ない指針として DEI というキーワードがございます。 

Diversity  多様性 

Equity   公平さ 

Inclusion  包摂 包み込む 

特に価値観というものは現在多様性に富み、時にそれ

らの全てを包摂することは容易なことではありません。 

前々回の卓話で、若松パスト会長が娘様の渡米につ

いてお話しなさっていました。私も 20 歳を超える娘

が現在オーストラリアにおります。 

先月、娘が久しぶりに3週間だけ帰国しました。目的は

大学卒業に伴うドライバーズライセンスの習得です。 

卒業後イギリスで救命救急士として救急車を運転する

ために、どうしてもマニュアル車の免許が必要とのこと

で、栃木県にある自動車教習所の合宿に行きました。 

その際、ライセンスの取得そのものよりも、大きく難渋し

たことがあったそうです。合宿所の門限と朝の点呼で

す。 

娘は義務教育の中学が終わってから、高校進学と同

時にオーストラリアに行きました。これは留学という表現

を使うと非常にきれいですが、現実は少々違います。

私はいい人生を歩んでくれるのではないかと期待して

小学校から私学に入れたのですが、彼女は校則規則

に縛られてしまう、自分で意思が決められない、みんな

周りが決めてしまう…。そんな状況からほぼ飛び出す

形でオーストラリアに行ってしまいました。要するに“自

身で決めたい”という価値観を持ち合わせていたので

す。なかなか多くの価値観を自身の価値観に置き換え

て受け入れるということは容易ではありませんが、私も

現在は娘の価値観を尊重しております。 

この価値観、正確にいうと価値観の中心というものは、

年齢・経験・環境などで変化するものと考えます。 

私は医師になってから早いもので約30年経ちますが、

10年間は大学病院におりました。日々患者さんのため

医療のため、どのようにしたら患者さんがよくなるか、そ

こにのみ価値観を置いて生きてきました。 

最近はというと、高齢者を中心とした医療法人を運営し

ております。 

日々私が尽力していることを少し振り返ってみると、職

員の入退職・人材難・権限移譲・組織運営・ガバナンス、

デューデリジェンス、そういった言葉の中に自身を置い

ていて、価値観に変化が起きてしまっているのではな

いかと反省をしております。自身の本来の目的をきち

んと見返して、価値観は常にブラッシュアップされてい

かなければいけないのではないか、と思います。 

先程娘の話を例に出させていただきましたが、多様性

を持った価値観を、気持ちを広げて包摂していくことが

大切ではないかと思っております。 

本日は、多様性と包摂にフォーカスしてお話させてい

ただきました。 

本日も会長の時間を与えてくださりありがとうございまし

た。 

 

 

 

 
※ 時間の関係上割愛し、報告内容は次回持ち越し

といたしました。 

 

 

 

幹事報告 

会長の時間 



 

 

 

国際ロータリー第 2570 地区ガバナー 

  五十幡和彦 様（行田さくらRC） 

狭山中央ロータリークラブの皆様、新狭山ロータリ

ークラブの皆様、本日は大変な歓迎をいただき感謝

申し上げます。 

 

I. 国際ロータリーのテーマ 

1月の際協議会に世界中のガバナー530名、パートナ

ーを含めると1,000名が集められました。 

その時初めて国際ロータリーのテーマ 

THE MAGIC OF ROTARY 

が発表されたのですが、それまでは一切明かされま

せん。今日はそのときの様子を見ていただきますの

で、皆様も同じ気持ちで立ち上がって拍手をしてい

ただければと思います。それではステファニーA.

アーチック氏の動画をご覧ください。 

 

II. 地区の考え 

ガバナーメッセージについて 

私が2016年～17年に会長を務めた時のスローガン

は「我磨き事業を磨くロータリー」でした。いいと

思いませんか？実はこれは行田さくらロータリー

の大先輩、98歳になる先輩が言った言葉です。 

50年以上にわたるロータリー生活の中で、ロータリ

ーとは何か？それは、自分を磨くことができて事業

を磨くことができるというのがロータリーだとい

う話をされ、まさしく今迄ロータリーが築いてきた

ものだと思い、当時のスローガンとしました。 

そして今回も「自分を磨き、事業も磨き、世界平和

に貢献するために」としました。 

そしてもう一つ、「Rotary Moment 会員誰もが、ロ

ータリーで出会った感動と魅力を語れるように」で

す。めちゃくちゃ欲張りなんですが、今年度のガバ

ナーメッセージには、「入って良かったロータリー」

の他に、事業を磨くというストーリー、そしてロー

タリーモーメントを入れさせていただきました。 

活動方針 

１ ポリオ根絶を中心としたロータリーの奉仕活

動のブランド化 

① クラブの奉仕プロジェクトをブランド化し、

公共イメージを向上させる 

② RI,地区のポリオ根絶を中心とした奉仕活

動をブランド化する 

③ 地区の青少年交換事業、米山記念奨学事業、

財団奨学生派遣事業、子ども食堂支援等の

社会奉仕事業、国際貢献事業をブランド化

する 

２ 各クラブ2名以上の会員純増とDEIの推進 

３ ロータリー財団への理解と寄付目的達成 

４ ロータリーの目的、四つのテスト、行動規範

に基づくロータリーの基本理念の再確認 

５ ローターアクトクラブの支援（若い世代と共

にロータリー活動を行う） 

 

III. クラブ活性化のために 

クラブ活性化 

１ 標準クラブ定款、細則に基づくクラブ定款、

細則の徹底 

２ CLPに基づくクラブ委員会組織の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ クラブでの行動計画の理解と推進 

４ 3年間の目標と計画（3-Year Goals） 

５ クラブの戦略計画の策定推進 

卓  話 



IV. 会員増強を達成するために 

日本のロータリーは会員が減少しています。 

私たちは今、戦略計画を持って自分たちの将来を考

えることが大切です。自分たちがロータリーで出会

った様々な体験を皆に語ることで、ロータリーの会

員数を増やし維持することができます。 

現在行っている、新狭山ロータリーの環境作文コン

クール、狭山中央ロータリーの子ども食堂支援を、

地区は応援しています。そして他のクラブにも紹介

していきます。狭山市で“なくてはならないクラブ”

になるためには、まず市民の方々に知ってもらう必

要があります。そのために地区が、国際ロータリー

があるのです。どうか、皆様が行っているクラブの

事業を発展させてください。 

会員が増えれば、より大きなプロジェクトに予算を

回すことができ、より大きな事業をすることができ

ます。より大きな事業をすれば、公共イメージが上

がり、このロータリーは素晴らしい、会員になりた

いという人が増えます。会員が増えれば、さらに大

きな事業ができます。 

是非、20～30名を目標に会員増強をしていただきま

すようお願いいたします。 

例会に来て、自分の居場所があるということがとて

も重要です。大切にされている感覚ということです。

新会員の方には皆様からすすんで声をかけてくだ

さい。新会員の居場所を作ってあげてください。 

会員への声掛けは退会防止にも繋がりますので、ど

うか宜しくお願いいたします。 

新狭山 RCの新井会長、西澤幹事、会員の皆様、

そして狭山中央 RCの寳積会長、柴田幹事、会員

の皆様、第 2570地区に共にロータリーのマジッ

クを引き起こしましょう。そして、魅力的な入っ

てよかったロータリー、更にはグローロータリー

にしてください。 

皆様でロータリーを更に発展させていただけれ

ばと思います。本日はありがとうございました。 

 

 

 

 

 
進行役：新狭山 RC 西澤長次 

新狭山RC 新井敏夫 

私はちょうどコロナ中

に入会いたしました。 

西澤会員と同業種でご

ざいまして、その仕事関

係の所沢支部で役員を

してくださいと言われ

続けておりました。長年

断り続けておりました

が、そうこうしているう

ちに断り切れず、副支部長を受けることになり、そ

してなぜかこちらにも入会することになりました。

そして入会 4年目で会長のご指名がかかりました。 

女房に相談して結局「後ろが崖っぷちだったらやっ

てみなさい」と肩を押されてお受けすることにしま

した。 

まだまだわからないことだらけではありますが、日

曜日から月曜日は「会長の時間」の話を作ります。

以前も同じような経験があったので、最近ではそれ

が呼び起されギアが入ってきたようです。自分自身

を奮い立たせながらやっております。こういうこと

をやることによって、色々なことが見えてくるので

はないのかなと思います。 

まだ半分以上残っていますが、西澤さんに誘ってい

ただいたのもいい経験だと思います。これが終わっ

た暁にはもう少し違うものが見えるのではないか

と思いながら、ある意味楽しみでもあります。 

ただ現状では、最近事務局さんが辞められました。

会員数も 14名に減ってしまいました。昨年まで 20 

名だったので心苦しい状況です。個々にお電話、訪

問させていただきながらお話しをしたのですが、退

会を止めることができませんでした。 

今回このような場に立たせていただき、とても良い

経験をさせていただいたと感じています。 

新しい方にどのように言ったらよいのか、いまはま

だ思いつかないのですが、会長を務める中でのたく

さんの経験から、おのずと見えてくるだろうと思っ

ています。君もこんな経験ができるよ。と話せる自

分になりたいし、なっていかなくてはと思います。 

 

新狭山RC 西澤長次 

私はロータリーに2004

年に入会いたしました。 

約20年が経ってるわけ

ですが、常識知らずの私

が常識人になれること

を教えてくれたのがロ

ータリークラブだと思

っております。私の人生

クラブ協議会 
テーマ：入って良かったロータリー 

•会社の経営と同じに
考える

•目標を立てる

•成功しているクラブ
の事例を会員に紹介
する

•他でできるのなら自
分達にもできると思
わせる

クラブ会長

増強委員長

•4月から増強委員会を
立ち上げる

•候補者リストを作成
し、毎年引き継ぐ

•12月までは毎年委員
会を開設する

増強委員会

•日頃から縁を大切に、
他よりも先に声をかけ
る

会 員



に欠かすことのできない存在でございます。これか

ら先どうなっていくのかが、少し楽しみなのです。 

他のクラブに行ってもバッチの着用により即会話

が弾み、人間関係がスムースに運ばれ、多くの友人

を作ることができました。入会6年目の時に幹事の

依頼が来ました。なんと、こんな私に7名の役員さ

んから是非次期の幹事になってほしいと頼み込ま

れました。これには本当にびっくりしました。 

会長そしてまた地区役員、地区役員は10年目になり

ますが、ロータリーは職業人の集まりですから、ど

んな仕事も同じような苦労があるということが、ロ

ータリーに入ってやっとわかりました。 

私の一番の思い出は…。パンデミックになった時、

新型コロナで例会ができない時期が続きました。 

その時にZoomというものを利用しまして、私どもの

新狭山ロータリークラブは通常通り例会をZoomで

行いました。Zoomといっても、写真に出るだけでな

くて、写真の中に、各会員が着席できるような椅子

を用意したり、「会長の時間」の時は会長を大きく

アップしたり、また国歌斉唱やロータリーソングを

画面の中で流しながら行いました。会員の皆さんは

誰も文句も言わずに、Zoomというアプリをインスト

ールしてくださいました。今になってみると、あの

時は大変だったなぁと思い起こされます。Zoom例会

の時は、会員の皆さんもマスクをとって顔だけ写し

ていますので、着るものは何でもよかったわけです。

そんな例会も、今は良き思い出になったと思ってお

ります。また、会長も申しておりましたが、新狭山

ロータリークラブの事務員さんがお辞めになって

しまったので、私が資料や週報を作ったり、会員会

費の入出金の状況を確認したりなど、色々なことを

仕事と並行してやっています。今も右を見ても左を

見ても全く分からない手探り状態の中、考えながら

一生懸命頑張っております。 

これからも残り少ない人生、良い友達を作って、自

分の人生に付加価値をつけて、明るく楽しくと思っ

ております。ロータリーの楽しみ方は、本当にたく

さんあるのだと思っております。そして、大事なの

は自分を見つけ出すことだとも思っております。 

 

新狭山RC 石川幸男 

私はロータ リー歴 8年

目でございます。経歴と

しましては、3年目で幹

事を、5年目、6 年目と

会長を仰せつかりまし

た。 

ロータリークラブには

西澤会員から誘いを受

けて入会したのですが、

良かったことは何かと人に聞かれたら、様々なこと

があるなかで大きな 2 つのことを挙げたいと思い

ます。 

まず初めに、やはり人との出会いです。ロータリー

クラブに入っていなかったら、出会うこともなかっ

たであろう様々な職業の多くの人との出会いがあ

りました。今までもそしてこれからも自分の人生や

職業を遂行することにおいて、非常に大切な学びと

経験という大きな財産をもたらせていただけてい

ると思っております。 

2 つ目は、奉仕活動に少なからず携わることができ

たことであります。毎年我がクラブで行われており

ます奉仕活動を通じて、微力ながら地域社会に貢献

できていることを実感しております。私一人では、

地域に貢献できる活動をしたいと個人的に思った

としても、何もできなかっただろうと思います。 

この 2点だけでも、ロータリークラブに入った価値

があります。自分の成長や会社の発展に関しても、

まだまだ成長途上ですが、非常に大きな経験をさせ

ていただいていると思っております。 

 

狭山中央RC 寳積英彦 

私は、自身で非常に恵ま

れた環境にいると思っ

ております。もともとは

私の父である先代が狭

山中央ロータリークラ

ブに入れてもらってい

ました。残念ながら若く

して 71歳で他界しまし

て、その 2年後に私が入

会させていただく次第となりました。 

私は入れていただいて 6年経ちます。本当に皆様に

優しく迎えていただいて、例会に出て寂しいなんて

思ったことは一度もございません。さらに、2024

～25年度の会長職まで推薦していただいて、まさ

に「入ってびっくりロータリー」というような気持

ちでございます。 

ロータリーに入ってよかったことは、大きく 2点ご

ざいます。2つとも学びです。 

1 つ目は「社会性の習得」というのが自身でも大き

いと思っております。医療業界というのは閉鎖的で

す。大学を出ても医療しか学んでおりませんので、

奉仕の気持ち、そういったものはなかなか持ち合わ

せていないことも多くございます。そういった中、

会員の皆様が先輩でございましたので、社会性、奉

仕の気持ちというものを教えていただいたことは、

私の人生においても大きな経験、大きな財産である

と思っております。 

もう 1つは「忍耐」ということでございます。これ

は良い意味での忍耐でございます。先ほど申しまし

たように、全会員が私の先輩でございます。非常に

気さくにご自身の偉業をお話しなさいます。 

また、ふとした夜間例会のときに“こういうことは

本当に苦しかった”“こういうときは本当に歯を食

いしばって頑張った”そういうお話を聞くのが私は

大好きでございます。そういった中で私も苦行に耐

える気持ちと根性を授かったと思っております。 

短いお話で申し訳ございません。ただ、私が入って

よかったロータリーというのは、今お話しさせてい

ただいた社会性の習得、我慢する気持ち、この 2

つを学ばせていただきました。 



狭山中央RC 柴田譲 

私は1996年(平成8

年)11月に入会しまし

た。当年53才でした。 

3年間はただただ年間

のクラブスケジュール

の活動に参加しており

ました。その間何らク

ラブ活動で得ることも

なく淡々と過ごしてお

りました。と同時に、こんな状況でよいのだろうか

と自問自答する機会が多くなりました。当然このま

まではダメだと思うようになり、問題の原因はどこ

にあるのだろうか、日々問題意識を持ってクラブ対

応をしておりました。そこで気が付いたことは、「自

分はクラブから与えられることを期待しているの

だ」と。「自分から積極的に参加していかなければ、

自分にとってプラスになるものは得られないのだ」

と気が付きました。その考えに則って、その後クラ

ブの各種事業に着実に参加し能動的に対処するよ

うにしました。 

振り返れば、ネパールのバワニ小学校の教室の3室

の建設事業。また、その後、国際ロータリー財団の

事業「マッチンググラント事業」から100万円の事

業費を受けました。向こう3ヵ年の事業でした。 

また、私は69才の時(平成24年)、地元自治会からの

要請で会長職を賜り、向こう7ヵ年の会長職として

の活動を行いました。道路の拡幅事業、ごみの集積

場の見直しと新たな施設の実施、学校の通学路の検

察と実施、45年以上経過した自治会館の建設事業等、

着実に住民の生活上の利便性の向上に寄与してき

ました。7ヵ年を通して私の行動規範はロータリー

クラブの四つのテストでありました。 

1. 真実かどうか → 事実かどうか 

2. みんなに公平か → 公平であるかどうか 

3. 好意と友情を深めるか 

4. みんなのためになるかどうか 

この4点で、種々の問題に対し必ず起こった問題の

事実確認を現場で行いました。7ヵ年は長い年月で

すが、終わったときにはあっという間の時間であっ

たと思います。 

また、幸いにも現狭山市長から感謝状と金一封をい

ただきました。予期せぬ出来事だったので非常に感

銘を受けました。以上が、ロータリークラブに入っ

て良かったことです。 

 

狭山中央RC 渡邉髙治 

私がロータリークラ

ブ に 入 会 し た の は

2018 年 3 月。当時会

員の田中八束氏の紹

介によるもので、会長

は益子伸明氏でした。 

入会時のロータリーク

ラブの会員数は30名で

したが、現在は 20 名と

なっています。当時は、ロータリークラブの内容

をほとんど知らないまま入会してしまい、少し戸

惑いがありました。 

入会して良かった事は、例会での「会長の時間」

の話、異業種の代表者の会員卓話、並びに外来卓

話を聞く事が出来る事、又、個人的なお付き合い

の中で、色々な事柄についてもご指導・ご意見を

頂けるのも魅力の一つだと思っています。 

2022-23 年度はクラブの会長を務めさせて頂きま

した。この一年間は色々な意味で大変勉強になり、

他のロータリークラブの方とお話しする機会が増

えたことも、私の人生で最良の時間を得られた事

には感謝しております。 

ロータリーの奉仕の一つに職業奉仕があり、それ

ぞれ異業種の事業を展開しながら、職業を通じて

地域社会に貢献する事も奉仕であり、ロータリア

ンの価値観であり、魅力の一つだと思っています。 

ロータリークラブに入会して変わったことは、人

への感謝の気持ちです。今まではどちらかという

と自分が良ければいいと思う考えでしたが、入会

をさせていただいて、例会に参加するようになっ

て、会員の皆様への感謝の気持ちも多くなりまし

た。又、妻に対しても感謝の気持ちが増えました。 

最後に「四つのテスト」について 

① 真実かどうか 

② みんなに公平か 

③ 好意と友情を深めるか 

④ みんなのためになるかどうか 

を参考に作成させて頂きました。 

私の会社が掲げる経営理念として利用しています。 

① 未来永劫お客さまをお守りできる会社かどうか 

② お客さまとの親交を深め、困ったときにいつで

も相談にのれる会社かどうか 

③ 任せて安心、安全で信頼される会社かどうか 

④ ビジネスを通して地域社会に貢献できる会社か

どうか 

以上、簡単ですがわたしの「ロータリーに入って良

かったこと」の発表を終わらせて頂きます。 

 

新狭山RC 石田嵩 

私は、たぶん2つのクラ

ブで一番古いと思いま

すが、今年の11月でロー

タリー40年になります。 

最初は青年会議所の時、

当時会員14万人の時に1

万4千人が集まって空き

缶拾いをやりました。10

分の1もの人が集まった

わけです。その時、ロータリーの方にもお世話にな

りましたので、今亡き元地区幹事の西野さんに勧め

られてロータリーに入りました。今から30年くらい

前は、狭山もロータリアンが140人以上いました。

今は少し情けない状態です。 

この40年の中で大変素晴らしい方々に出会い、色々

と教えていただきました。沢山の事業をやらせてい



ただきました。 

今思うことは…。ロータリーの標語に「最もよく奉

仕する者、最も多く報いられる」とありますが、こ

の頃は本当にそうだなぁと思います。奉仕をしてい

ることが、結果的には仕事の為にもなり自分のため

にもなるのです。 

これから先も環境活動を続け、ロータリーの中でも、

奉仕することが結局は自分の幸せになるというこ

とを伝えていきたいと思います。それがロータリー

に入って学ばせていただいたことだなと思ってい

ます。 

 

狭山中央RC 清水武信 

私は、ロータリークラブ

入会前に約10年間、青年

会議所(JC)で活動して

40歳で卒業の翌年、昭和

60年(1985年)3月に狭山

ロータリークラブに入

会したのがスタートで

す。 

例会場であった埼玉銀

行狭山支店の入り口に「入りて学び」の表札があり、

例会が終了して出口のドアの上に「出でて奉仕」の

表札がありました。例会はロータリーの精神を学ぶ

機会であり、例会場を出たら、職場や地域社会での

行動においては「奉仕の精神」を忘れないことと教

えられました。当時の先輩は、時には厳しい言葉で

ロータリーの理想を語り、怖い存在でもありました。 

1993年(平成5年)5月に狭山中央ロータリークラブ

創立により移籍して現在に至ります。 

この間、認証状伝達式(チャーターナイト)をJCで2

回、RCで1回、経験させて頂きました。 

特に狭山中央ロータリーのチャーターナイトでは

司会の役割を引き受け、新宿の京王プラザホテルで

盛大に開催されたことを鮮明に記憶しています。 

JC及びRCでの研修及び教育の成果により、関東信越

税理士会の会長として6年間、狭山商工会議所会頭

として9年間の役職も無事に努めることが出来まし

た。 

今月10日に80歳になりました。健康に留意して人生

100年時代への準備を進めたいと思っています。 

 

新狭山RC 伊藤宜明 

私は狭山生まれではあ

りません。たまたま狭

山に住むことになり、

仕事を通じて知り合っ

た田口会員の推薦で入

会したしました。 

それまでのほとんどが

仕事上の仲間や取引先

とのお付き合いでした

ので、地域で活動されている異業種の方と知り合う

ことが少なかったのですが、入会したことで、自分

も様々な方と知り合い、地域の中に活動できる場が

持てたと思いました。 

 こめっこクラブとお米の収穫：こめっこクラブ

と一緒に田植・稲刈り・収穫 

 義援金募金活動 

 ロードサポート：市役所周辺の歩道の草刈り・

清掃 

 西武文理高校とうどんの販売：西武文理高校の

学生と一緒にうどんを作って販売 

 姉妹クラブ新羅RCへの訪問旅行：3回訪問 

等々をクラブで行いました。私は汗を流すことが好

きなので、奉仕活動は非常に面白かったのですが、

だんだん人が少なくなって、そういうことができな

くなっています。人がいれば色々なことができるの

ではないかと思います。 

姉妹クラブの新羅RCは今年も来られ、喜代川で歓迎

会をいたしました。色々な話ができました。携帯の

翻訳アプリを通じて会話ができるので、本当に色々

な話ができました。 

そういうものによって我々のロータリーの活動も

交流も大きく左右されると感じました。今迄は言葉

の障害がありましたが、それがなくなることは大き

なことだと思います。 

人種を超えた世界の架け橋を経験させていただき

ましたのはロータリーのおかげです。ありがとうご

ざいました。 

 

狭山中央RC 田端都女子 

2015年3月に稲見パス

ト会長のご紹介で入会

となりました。当時は

34名の会員の内女性会

員9名、爽やかなイメー

ジを頂いたものです。 

例会後のコミュニケー

ション、一杯のコーヒ

ーを味わい、会員の皆

様と楽しむひと時、家族同伴夜間例会(家族を大切

にする会だと思います)、親睦旅行も毎年行い、交

流を図る大切な機会と感じほぼ参加致しました。 

プログラム委員長が知識豊富な卓話者を様々な角

度から選択して、卓話の時間は多くの事を学ぶ機会

でもあります。 

そして、公益財団法人ロータリー米山記念奨学生の

カウンセラーとして3年間お役を頂き、ベトナム出

身のグエンフォンマイ様を2年間、中国出身の朱思

遠様を1年間、夫々お国柄の違いがありましたが、

孫のような存在で交流が出来ました。又、公益財団

法人ロータリー米山梅吉記念館見学、墓参りにも参

加しました。2023年度学友数累計実績23,509人と多

くの留学生の支援を、諸先輩の会員の皆様から受け

継がれて来たことを知ることもできました。 

これからも他クラブとの交流が多く出来る事を願

い、今年度はロータリーの友(ロータリー冊子)の紹

介のお役ですので、自身も中身を良く拝読し理解を

深めたく思っております。 

 



新狭山RC 小川正幸 

私はロータリークラブ

に入会して、早いもので

16 年も経ってしまいま

した。入会は、今は退会

してしまった小久保会

員の紹介です。最初にお

誘いを受けた時は、ロー

タリークラブという団

体そのものを全く知り

ませんでした。最初は怪しい団体かなと思ったくら

いです。新狭山ロータリークラブのホームページを

検索してみましたら、たまたまそこのメンバーの中

に私の親戚がいたので、ちょっと安心したという思

い出があります。 

私は会社でもプライベートでも、そこにいる方「人」

というものが一番重要だと思っております。ですか

らロータリークラブも、クラブがしている素晴らし

いことがたくさんあると思いますが、そこにいるメ

ンバー「人とのつながり」が一番重要になってくる

のではないかと思います。様々な人の中から自分と

合う方をうまく見つけ出せれば、同じような志で

色々な活動ができます。そこが素晴らしいことだと

思っております。 

自分自身を見つめ直したときに、私はロータリーに

対してそんなに積極的に活動しているとは思いま

せんが、基本的には自分ができることはしていこう

と思っています。なぜかこの16 年間で会長を1回、

幹事を4回もやってしまいました。そして10年以上、

クラブの活動計画書を私が取りまとめております。

新狭山ロータリーができて30年以上経ちますが、過

去のロータリーの友ですとか、ガバナー月信ですと

か、今まで紙で管理していたものを全てデータ化し

て、私の方でそれを取りまとめております。 

これからも、色々な活動をしながら、自分ができる

ことを続けていきたいと考えておりますので、皆様

のご協力をよろしくお願いいたします。 

 

狭山中央RC 栗原成実 

ロータリーに入ってよ

かったということです

が、ロータリーでは本当

に楽しいことが続いて

おります。それを思い出

しながら今日は発表し

たいと思います。 

僕は仕事柄、アウトドア

が好きなものですから、

農業もそうですが、過去海外で仕事をやったことが

3年ほどありましたので、ロータリーに入ってから、

ロータリーの節目の親睦旅行は私の提案でモンゴ

ルやネパール、ハワイ、韓国等に行きまして、それ

がきっかけでロータリアンと仲良くなることがで

きました。特にモンゴルは、米山奨学生がモンゴル

の大使の息子だったことがきっかけで、モンゴルの

砂漠を防止するための植樹をいたしました。それは

私一人でモンゴルのモンハンというところまで行

き、リンゴの木を10本植えてきたのですが、2回目

に行った時、植えたリンゴの木は枯れて全滅してい

ました。手入れをしなければいけなかったんでしょ

う。 

ロータリーに入って30年が過ぎました。仕事も今年

50年を過ぎて一つの区切りとなっています。 

これからはロータリーにますます発展していただ

くために尽力してまいります。 

毎年ジャガイモ500キロを私の畑で作って子ども食

堂に提供しているのですが、この奉仕活動は私が元

気なうちは続けていきたいと思っております。 

 

狭山中央RC 菊田邦彦 

私が狭山中央ロータリ

ークラブに入会させて

頂きましたのは2016年1

月です。紹介していただ

いたのは、同じ不動産業

者の栗駒ハウスの田端

都女子さんです。 

私は、同業の不動産業者

以外に親しい友人知人

は全くおりませんでした。 

その頃会員が40名近く在籍していましたので、いろ

いろな職業業種の方々と交流が出来るのが非常に

新鮮で、毎回例会が待ちどうしく、またゲストの卓

話も専門職の深みのある話に好奇心を注がれる事

が多くありました。今まで、不動産業者以外の方々

と仕事を超えて話し合えた記憶がなかったので、ロ

ータリーに入って色々な交流ができて最良です。 

次にロータリークラブに入って良かった事は、米山

記念奨学会を知り得た事です。今まで自分の周りに

は、若い日本人はおろか諸外国の奨学生の皆様方と

交流・意見交換するチャンスなどなかったので夢物

語。例会での卓話、三島の米山記念館訪問、クリス

マス会など、若い奨学生の皆様方の行動力とチーム

ワーク、明るさには、ただ関心するばかりです。 

これからも優秀な奨学生を受け入れ、日本を理解し

ていただける若い国際人が数多くロータリークラ

ブから旅立ちしてくれることを願います。 

 

狭山中央RC 若松泰誼 

私が入会したのは 

2000年です。考えてみ

れば25年目に入ります。

最初は数年でおいとま

しよう、数年いれば義

理も果たせるから、と

思っていましたが、な

んと25年目を迎えてい

るということは、やは

りロータリーにはそれだけの魅力がありました。 

その1つは、いい仲間との出会いがたくさんありま

した。この人とは生涯付き合うだろうという仲間に

も出会いました。これは本当に感謝しているところ



です。 

2つ目は、やはり奉仕の喜びを味わせていただいた

ことです。私が会長の2012-13年の時でしたが、う

ちのクラブがちょうど節目の20周年。会員も47名く

らいいてクラブが元気でした。何をするにしても協

力が大きい。そういうことで奉仕活動も一生懸命で

した。丁度震災の翌年でしたので、縁があった女川

町(宮城県)に寄付をさせていただきました。そして、

翌年の2012年に復興の度合いを見に行きました。非

常に速く復興がすすんでいるのに驚きました。それ

から数年後再度見に行きましたが、その時はもう完

成していました。「頂いた寄付金で集会場を作って、

その集会場でこの町をどうしようかと皆で話し合

いをしました」というお話を伺い、とても嬉しく、

本当に良かったと思いました。 

もう一つは先程栗原会員もお話ししました、モンゴ

ルの植樹。モンゴルのロータリークラブと提携して、

大学の協力も得て、かなりの本数を植樹しました。

そこは自然災害も動物災害もあるので、植えても植

えても根っこから食べられてしまうそうで、今どれ

だけ残っているか分かりませんが、皆さんの喜びを

目の当たりにして、いいときに会長をさせてもらっ

てよかったと思っています。 

私も、80を過ぎて人生もそろそろ終着です。5年前

に会社を息子に譲りました。その息子が50になるの

で、そろそろ息子をくどいて、ロータリーにお返し

できればいいなぁと今考えているところです。 

 

狭山中央RC 浜野貴子 

ロータリークラブに入

らなければ知り得なか

った地域の経営者の

方々と、一度に知り合

いになれたことがすご

く大きな喜びでした。

また、ロータリアンの

皆さまとの交流を通じ

て自身の意識改革がで

き、仕事に前向きに取り組めるようになったという

ことが大変大きなことでした。 

また、社会奉仕活動を通じて、子どもの貧困の実情

を知りました。これは日本でも問題になっています

が、ロータリー財団の地区補助金や大生病院で行わ

れるバザーの収益金、また先ほど栗原パスト会長か

らもありましたけれども、畑で収穫されたジャガイ

モをはじめ、たくさんの野菜を、子ども食堂ひまわ

りクラブに寄付して、少しでも子どもたちのサポー

トをすることができる。そのようなことに意味を感

じております。 

以上、私がロータリーに入ってよかったことです。 

 

 

 

 

 

 

 

五十幡ガバナー講評 
 

 

 

 

 

 

 

 

新狭山ロータリークラブの皆様、そして狭山中央ロ

ータリークラブの皆様、ロータリーに入ってよかっ

たことを話していただいて、何よりも本当に私が勉

強になりました。 

改めて、ロータリーに入っている自分と入っていな

かった自分を考えてみてください。それぞれ皆様が

思う入ってよかったことがあったかと思います。 

何よりも、この出会いとネットワーク、そして奉仕

の喜びがここにあります。 

また、4 つのテストに出会えたとか、感謝の気持ち

が生まれたというのを語っていただきました。 

自分を磨くためには、ある意味で苦行が必要です。

寳積会長が言っていただいた苦行というのは、色々

な修練の中で自分を磨くことができるのがこのロ

ータリーである、ということを指し示したのではな

いかと思いながら聞いておりました。 

それから、皆さん、誘っていただいた方の話をされ

ましたが、新井会長が話されたように、同業者の皆

さんが誘ってくれます。ロータリーのネットワーク

は自分の会社にも優位に働き、また自分を磨くこと

ができる素晴らしいネットワークです。もしかした

ら、自分だけにとっておいて、同業者のライバルな

んかには知らせるものかと思うかもしれませんが、

多くの方が同業者の人に誘われています。熾烈のラ

イバルにも関わらず誘ってくれるのは、同業者の枠

を越えてあなたに豊かな人生を送ってもらいたい、

そんな思いがロータリーに誘うのだと思います。 

こんな素晴らしいロータリーですが、残念なことに

狭山のお隣の市の中で解散を決議しているクラブ

があります。また、髙丹年度最後の会員数は1,599

名であったのに、私の年度初めは1,537名となり62

名減ってしまいました。皆さんが口々に語った素晴

らしいロータリーですから非常に残念です。 

皆様、是非今日の話を覚えていてください。そして、

ロータリーの素晴らしさを皆に語ってください。 

もし誰かが「私、退会しようかな」と言い出したら、

「あの時、あんなに皆の前で語ったじゃないですか」

と皆さんが説得してください。 

入ってよかったという気持ちを、その力を、会員増

強に向けていただければと思います。 

残念ながら物理的に会員を辞めざるを得ないよう

な、病気になったとか、車の運転ができなくなった

などの場合でも、色々な貢献の仕方があります。 

例会に出てくるのが困難でも、会員として居ていた

だくだけで本当に助かるのです。 

ここにいらっしゃる皆様は、命のある限りロータリ



ーの会員でいていただき、活動していただくことを

お願い申し上げます。 

これで私からの講評とさせていただきます。 

本日はありがとうございました。 

 

 

 

 

 
< 狭山中央 RC浜野貴子 副 SAA > 

所沢RC 木村良孝様 

 本日は倉片ガバナー補佐の同行者と

して参加させて頂きました。新狭山、

狭山中央ロータリークラブの皆様、ど

うぞ宜しくお願い致します。 

所沢RC 木村亜矢様 

 ガバナー補佐同行でうかがいました。

本日はおまねきいただきありがとう

ございます。今も狭山商工会議所青年

部に所属しており、存じているお顔を

多く拝見でき嬉しく思っています。本

日は宜しくお願いします。 

寳積会員 本日は五十幡ガバナー公式訪問につ

きまして心より感謝申し上げます。そ

して、合同例会に御賛同頂きました新

狭山ロータリーの皆様に重ねて感謝

申し上げます。 

柴田会員 本日はガバナー訪問により多くの皆

様とお会いできて大変ありがたく思

います。「ロータリーに入って良かっ

たこと」のテーマ設定は簡単なようで

難しい問題です。これからも元気で着

実に会員増強をてがけたいと思いま

す。 

江原会員 国際ロータリー第2570地区ガバナー

五十幡和彦様、第3グループガバナー

補佐倉片順司様、地区副幹事大谷文孝

様、行田さくらロータリークラブ丸山

孝明様、大滝龍一様、所沢ロータリー

クラブ木村亜矢様、木村良孝様、よう

こそお越しくださいました。本日の新

狭山RC、狭山中央RCと合同例会への公

式訪問、御指導の程宜しくお願いいた

します。 

浜野会員 国際ロータリー第2570地区ガバナー

五十幡和彦様、ガバナー補佐倉片順司

様、お忙しい中新狭山ロータリークラ

ブ、狭山中央ロータリークラブ合同例

会にお越し頂き誠に有難うございま

す。御指導宜しくお願い致します。 

菊田会員 狭山中央RC、新狭山RC合同例会に五十

幡和彦ガバナー様、いそがしい中、又

暑い中来席ありがとうございます。こ

れからも御指導お願いします。 

 

 

 

 

小林会員 今日の稲荷山公園は草刈りがきれい

にされていて、いつもより広く感じて

爽やかな気分で参りました。ガバナー、

ガバナー補佐、ようこそお越しくださ

いました。今回は初めての合同ガバナ

ー訪問です。新狭山の皆様もようこそ。 

小島会員 国際ロータリー第2570地区ガバナー

五十幡和彦様、ガバナー補佐倉片順司

様、地区副幹事大谷文孝様、行田さく

らロータリークラブ丸山孝明様、大滝

龍一様、所沢ロータリークラブ木村亜

矢様、木村良孝様、ようこそお越しく

ださいました。御指導の程、よろしく

お願い致します。 

栗原会員 猛暑の中、五十幡ガバナー様、公式訪

問に来て下さいましてありがとうご

ざいます。 

清水(武)会員 2570地区五十幡和彦ガバナー、倉片ガ

バナー補佐、ようこそおいで頂きまし

た。又、新狭山RCとの合同公式訪問例

会、楽しみにしておりました。 

清水(幸)会員 五十幡和彦ガバナー公式訪問、御参加

の皆様ありがとうございます。 

田端会員 残暑お見舞い申し上げます。本日は新

狭山RCと合同例会、そしてガバナー公

式訪問、クラブ協議会発表と、皆様に

お会い出来た事、感謝申し上げます。

今後もどうぞご指導下さい。 

若松会員 五十幡和彦ガバナー、そして御一行様、

本日はありがとうございます。ご指導

宜しくお願い致します。 

渡邉会員 国際ロータリー第2570地区ガバナー

五十幡和彦様、第3グループガバナー

補佐倉片順司様、地区副幹事大谷文孝

様、行田さくらロータリークラブ丸山

孝明様、大滝龍一様、所沢ロータリー

クラブ木村亜矢様、木村良孝様、よう

こそお越しくださいました。本日のガ

バナー公式訪問、ご指導の程、宜しく

お願い致します。 

 

◆ 次の例会 ◆ 

 9月 13日（金）  

 第 2 副 SAA：田端会員 若松会員 

 卓  話：特別養護老人ホーム福寿の里 

       施設長 小田美津子様 

9月 20日（金） 

 第 2 副 SAA：東会員 稲見会員 

 会員卓話：小林奈保絵会員 

9月 27日（金） 

 例会取り止め 
 

 

 

 

 

ガバナー公式訪問を終えて… 
五十幡ガバナー、お忙しいところ私たちの合同例会にご訪問頂き、心から感謝申し上げます。 
我が狭山中央ロータリークラブも現在 20 名、まだまだ会員増強が必要な状況でございます。その為には、現会員の皆さ
んの調和を大切にし、PETS の時にガバナーよりご教示頂いた通り、全ての基本である一つ一つのクラブ例会を大切にし、
質を磨き上げ、「今日はきて良かったな」と思えるように、会長職に尽力して参ります。どうもありがとうございました。 

                             狭山中央 RC会長 寳積英彦 

 


